
モノづくり推進会議

モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
活
動
予
定

◎第９回企画推進委員会 ６月
日に東京都千代田区の如水会館
で開催
◎ネイチャーテクノロジー研究会

７月 日に東京都千代田区の
如水会館で開催
◎地域活性化リレーシンポジウム　
　　浜松　　　　　三遠南信 ７月
日に浜松市中区のオークラアク
トシティホテル浜松で開催
　 　
※詳細は決まり次第、モノづく
り推進会議ホームページ（

）に順次掲載

　モノづくり推進会議は３日、東京・八王子
の八王子先端技術センターで地区別研究会
「多摩ロボット分会」第４回講演会を開い
た。大川弥生国立長寿医療研究センター生活
機能賦活研究部部長が「人の『生活と健康』
の見方・とらえ方の技術―『生きることの全
体像』についての『共通言語』」と題して講
演。モノづくり推進会議会員企業などから約
人が参加した。

　
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
は

日
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
・
藤
田
誠
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
と
連
携
し
て
学
生
向
け
企
業
見
学
会
を
開
き
、
幹
事
会
員
企
業
の

ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
社
・
相
模
事
業
所

相
模
原
市
緑
区

を

訪
問
し
た
。
同
ゼ
ミ
の
学
生

人
が
参
加
し
、
プ
レ
ス
機
の
製
造
工
程
や

プ
レ
ス
加
工
品
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
見
学
し
た
ほ
か
、
武
井
栄
二
ア
イ
ダ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
取
締
役
常
務
執
行
役
員
が
プ
レ
ス
機
の
市
場
動
向
や

事
業
戦
略
を
学
生
に
紹
介
。
学
生
た
ち
は
普
段
の
座
学
で
は
体
験
で
き
な

い
現
場
研
究
を
通
じ
て
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
に
触
れ
た
。

学
生
と
の
質
疑
応
答
も
活

発
。
武
井
ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
取
締
役
常
務
執
行

役
員
も
説
明
に
熱
が
入
る

多
摩
ロ
ボ
ッ
ト
分
会
第
４
回
講
演
会

生活機能向上の視点を支援機器の開発に新たな体系必要

大川弥生氏国立長寿医療研究センター生活機能賦活研究部部長
人
の
「
生
活
と
健
康
」
の
見
方
・
と
ら
え
方
の
技
術
―
「
生
き
る
こ
と
の
全
体
像
」
に
つ
い
て
の
「
共
通
言
語
」

「
心
身
」
「
活
動
」
「
参
加
」
に
着
目

利
用
者
の
「
自
立
」
促
す

多摩ロボット分会第４回講演会

「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」

　
本
日
は
人
の
健
康
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の

基
盤
と
も
い
え
る
「
国
際
生

活
機
能
分
類

Ｉ
Ｃ
Ｆ

」

の
紹
介
と
、
特
に
工
学
分
野

で
の
生
活
支
援
機
器
の
研
究

・
開
発
の
体
系
作
り
に
向
け

た
課
題
を
述
べ
た
い
。

　
私
は
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
分

野
の
研
究
者
と
と
も
に
、
人

の
健
康
・
生
活
を
支
援
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
あ
る
べ
き

方
向
性
を
求
め
、
そ
の
過
程

や
評
価
法
に
つ
い
て
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
強

く
感
じ
る
こ
と
は
、
後
述
す

る
「
生
活
機
能
」
向
上
の
観

点
に
立
つ
こ
と
の
重
要
性

だ
。
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ま

で
の
生
活
機
能
研
究
の
成
果

を
生
か
し
、
そ
れ
を
人
の
生

活
と
健
康
を
支
援
す
る
た
め

の
「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」

技

術
・
研
究
・
組
織
体
系

と

し
て
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
工
学

研
究
者
と
医
療
・
福
祉
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
な

ど
の
「
現
場
の
人
」
、
当
事

者
の
３
者
が
協
力
し
合
え
ば

問
題
は
解
決
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
機
器
の
開
発
に

ロ
ス
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
も
感
じ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
世
界
保
健
機
関

Ｗ
Ｈ
Ｏ

が

年
に
定
め

た
分
類
で
、
一
言
で
い
え
ば

「
人
が

生
き
る
こ
と

に

つ
い
て
の
共
通
言
語
」
。
生

活
機
能
は
次
の
３
レ
ベ
ル
に

分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

心
身
の
働
き
で
あ
る
「
心
身

機
能
・
構
造
」
、
身
の
回
り

の
動
作
な
ど
の
生
活
行
為
を

指
す
「
活
動
」
、
そ
し
て
家

庭
や
社
会
の
中
で
の
役
割
な

ど
の
「
参
加
」
の
三
つ
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
「
生
活
機
能
モ
デ

ル
」
と
し
て
生
活
機
能
を
構

造
的
に
分
析
し
、
そ
れ
に
影

響
す
る
要
因

健
康
状
態
や

環
境
因
子
、
個
人
因
子

の

影
響
を
含
め
て
捉
え
る
。
こ

れ
は
人
の
健
康
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
・
課
題
の
認

識
と
解
決
の
た
め
の
有
力
な

枠
組
み
と
な
る
。

ニ
ー
ズ
正
確
に
把
握

　
支
援
機
器
の
開
発
に
向
け

て
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ

る
。

生
活
機
能
向
上
に
向

け
た
理
念
の
体
系
化

ニ
ー

ズ
把
握
に
必
要
な
専
門
的
な

知
識
や
技
術

シ
ー
ズ
と
ニ

ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

生
活

機
能
の
実
態
把
握
の
必
要
性

機
器
の
評
価
方
法
の
確
立

で
あ
る
。

　
例
え
ば

ニ
ー
ズ
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た

機
器
開
発
が
な
さ
れ
る
場
合

も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
本

当
に
必
要
な
の
は
多
数
例
に

お
け
る
把
握
だ
。
私
は
こ
れ

ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
い
て
約

１
万
７
０
０
０
人
の
高
齢
者

や
、
約
５
０
０
０
人
の
障
害

者
を
対
象
に
生
活
機
能
の
調

査
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
調
査
を
通
じ
て
得
た
知
見

が
支
援
機
器
開
発
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
の
正
確
な
把
握
に
有

効
な
こ
と
も
少
な
く
な
い
と

考
え
て
い
る
。

生
活
機
能
調
査

　
東
日
本
大
震
災
後
は
宮
城

県
内
な
ど
で
被
災
者
ら
の
生

活
機
能
の
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
や
生
活
機
能
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

年
の
中
越

地
震
後
に
現
地
で
行
っ
た
調

査
で
は
、
初
め
て
災
害
を
き

っ
か
け
と
す
る
「
生
活
不
活

発
病
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
同
病
は
日

常
の
生
活
が
不
活
発
な
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
全
身
の
機

能
低
下
。
こ
の
調
査
で
は
介

護
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

で
す
ら
３
割
に
生
活
機
能
の

低
下
が
生
じ
、
半
年
後
に
も

そ
の
内
の
３
割

全
体
の
１

割

で
症
状
が
改
善
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
被
災
者
の
役
に
立

つ
支
援
機
器
を
考
え
る
際
に

も
、
生
活
機
能
向
上
の
観
点

か
ら
そ
の
適
応
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
ど
の
よ
う
な
「
参
加
」
の

実
現
を
目
指
し
て
個
々
の

「
活
動
」
や
「
心
身
機
能
」

を
改
善
し
て
い
く
の
か
。
効

率
的
な
機
器
開
発
に
は
、
利

用
者
の
将
来
的
な
生
活
機
能

の
向
上
と
い
う
視
点
が
必
要

だ
。
生
活
支
援
と
は
利
用
者

を
直
接
手
助
け
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
「
自
立
」
を
促
す

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ

か
ら
。

工
場
を
見
学
す
る
学
生
た
ち

モノづくり現場体験
早大生、アイダエンジニアリング訪問

プ
レ
ス
機
部
材
・
装
置
内
製
化
な
ど
学
ぶ

福島・会津若松市の企業訪問推進会議８月予定

　
ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
日
本
、
米
国
、
中
国
、

イ
タ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

世
界
５
極
に
生
産
体
制
を
構

築
し
、
中
で
も
本
社
・
相
模

事
業
所
は
世
界
の
マ
ザ
ー
工

場
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

る
重
要
な
モ
ノ
づ
く
り
の
拠

点
。
学
生
た
ち
は
ま
ず
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
で
プ
レ
ス
機
の
原

理
や
プ
レ
ス
加
工
方
法
を
学

ん
だ
。
武
井
取
締
役
常
務
執

行
役
員
は
「
プ
レ
ス
加
工
は

基
本
的
に
大
量
生
産
に
向
い

て
い
る
。
多
品
種
少
量
生
産

へ
の
対
応
も
進
め
て
い
る
」

と
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
車
体
用
パ
ネ
ル
生
産
で
採

用
し
て
い
る
業
界
最
高
水
準

の
高
速
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
ラ
イ

ン
な
ど
を
紹
介
。
自
動
車
部

品
の
ほ
か
、
硬
貨
や
携
帯
電

話
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
用

モ
ー
タ
ー
部
品
な
ど
「
プ
レ

ス
機
は
君
た
ち
の
身
近
に
あ

る
多
く
の
モ
ノ
を
生
み
だ
し

て
い
る
」
と
語
り
か
け
た
。

　
学
生
た
ち
が
足
を
踏
み
入

れ
た
工
場
内
は
大
型
船
舶
の

ド
ッ
ク
を
思
わ
せ
る
。
見
上

げ
た
天
井
に
は
ク
レ
ー
ン
に

つ
ら
れ
た
部
品
が
行
き
来
す

る
。
製
造
工
程
を
説
明
す
る

武
井
取
締
役
常
務
執
行
役
員

に
引
率
さ
れ
な
が
ら
学
生
た

ち
は
工
場
内
を
見
学
。
「
引

き
合
い
か
ら
引
き
渡
し
ま
で

リ
ー
ド
タ
イ
ム
は

カ
月
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
完
成
品

を
在
庫
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
工
場
で
つ
く
る
も
の
は

す
べ
て
受
注
生
産
」
で
あ

り
、
重
量
が
数
百

に
も
な

る
巨
大
な
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
が

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
目
の

前
で
完
成
し
て
い
く
姿
を
学

生
た
ち
は
食
い
入
る
よ
う
見

つ
め
て
い
た
。

　
会
議
室
に
戻
る
と
武
井
取

締
役
常
務
執
行
役
員
が
プ
レ

ス
機
の
市
場
動
向
や
海
外
戦

略
な
ど
を
紹
介
。
量
産
性
と

品
質
の
安
定
性
が
求
め
ら
れ

る
生
産
自
動
化
ラ
イ
ン
は
、

そ
の
ラ
イ
ン
を
構
成
す
る
機

器
の
す
り
合
わ
せ
こ
そ
が
モ

ノ
づ
く
り
の
肝
に
な
る
。
ア

イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

サ
ー
ボ
プ
レ
ス
機
の
キ
ー
パ

ー
ツ
で
あ
る
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー
を
自
社
生
産
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
「
材
料
供
給

装
置
や
各
種
搬
送
装
置
、
生

産
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
な
ど
、
生
産
性
向
上
・
品

質
安
定
化
に
寄
与
す
る
成
形

シ
ス
テ
ム
を
す
べ
て
自
社
開

発
し
て
い
る
こ
と
が
強
み
」

と
強
調
し
た
。

　
一
方
で
課
題
は
構
成
部
品

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
・
標
準
化

・
共
通
化
と
、
モ
ノ
づ
く
り

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
と
い

う
。
「
完
全
受
注
生
産
で
は

生
産
の
効
率
を
上
げ
づ
ら

い
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
標
準

化
、
共
通
化
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
と
そ
の
品
質
思
想
を

海
外
で
も
共
有
化
し
、

ど

こ
で
つ
く
っ
て
も
ア
イ
ダ
品

質
・
日
本
品
質

を
実
現
し

て
い
く
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
今
回
の
現
場

見
学
で
感
じ
た
疑
問
点
を
解

き
明
か
そ
う
と
相
次
ぎ
質
問

を
投
げ
か
け
、
技
能
伝
承
、

人
材
育
成
、
環
境
対
策
な
ど

に
つ
い
て
も
質
疑
応
答
を
交

わ
し
た
。
後
進
へ
の
技
能
伝

承
・
指
導
を
目
的
と
し
た
マ

イ
ス
タ
ー
制
度
、
海
外
で
の

人
材
育
成
方
法
、
機
器
の
レ

ト
ロ
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
オ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
に
よ
る

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
拡

大
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

学
生
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

　
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
は

「
若
年
層
向
け
モ
ノ
づ
く
り

魅
力
発
信
事
業
」
を
主
要
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
。
国
内

産
業
の
空
洞
化
や
若
者
の
モ

ノ
づ
く
り
離
れ
が
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
次
代
を
担
う
若
年

層
に
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
大
学
生
向
け
企
業
見

学
会
は
全
国
で
年
間
３
―
４

回
実
施
し
て
い
る
。
次
回
は

「
つ
な
が
ろ
う
日
本
！
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
福
島
県
会

津
若
松
市
内
の
企
業
の
魅
力

を
探
る
ツ
ア
ー
を
８
月
に
実

施
す
る
予
定
。

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 ６月２９日 水曜日 　　


